講演日時：2007年5月24日　午後5時半～7時半
場所：地球研セミナー室3,4

講演題目：里山地域における住民参加型博物館の役割と課題
　　　　　　－等身大の科学を目指した博物館活動－
発表者：畑田　彩さん
質疑応答部分備忘録
Q.キョロロの来場者数は？
A.大地の芸術祭があるとないとで大きな差がある．あるときは年間3万
　　でないときは1万3千．今は漸増している．
Q.　来訪者の構成は
A.町内の人は来ない．春の客は高齢で比較的裕福な観光客．県内から半分，関東から半分．
　夏は家族連れが多い．内訳は一緒．　広報は口コミで．リピータは3割．
　
Q.大地の芸術祭の効用は？
A．多くの人が訪れる機会という意味ではいい効用と悪い効用の両方がある．
　　地元指向では本質的にない．
Q.サイエンスカフェの活動と博物館交流の違い．
A.（桃木）サイエンスカフェは話すのが目的．博物館の住民参加と形が違う．
　　　　　カフェでは展示ではなく，言葉で討論するということも違う．
　（京大生）カフェの方が市民性がある．どこでもできる．気軽．
Q．畑田さんが活動において特にこだわった点は．
A. 完成後，行政は博物館に対して冷ややかだった．そのような中，地域の人との
　　連携，地域への貢献を通して地域の理解を得ることは大事だった．　
　　松之山でしかできないことをやるという戦略においても地域との密接な関係が
　　不可欠だった．
　　
Q.　キョロロの経営は．
A.　年間3000万円の維持費の赤字．
　　大きい博物館などになると友の会などの援助組織ができるがそれはできていない．
　　
Q.　青年層とのかかわりは？
A.　基本的に松之山に若い人がいない．しかし同級会をやるとみんな帰ってくるので
　　みな地元に愛着は持っているのだろう．
Q．松之山GISは独自のシステム？
A.　 芸術会社が作った．独自のシステムだけに使い勝手がわるい．
　　現在改良中．
Q.　運営方針をつくっていくにあたってモデルはあったのか．外からのアドバイス？
A.　半分半分．できそうなところから手をつけてきた．
Q.　初期の方針と内から出てきた企画のずれは？
A.　まず最初にキョロロみたいなものを作らないでほしかった．
　　地域性を生かして街の声をきいて欲しかった．
Q. 箱がなかったら似た活動に何が必要？
A．お金がないなりに工夫できる人的ネットワークを構築すべき．
Q. 地域住民になることによって何が見えた？
A.　研究者としての視点しかなかったのが，地域特有の事情や背景を理解できるようになった．
Q.　水田を保全していくのか．
A.　ブナ林に戻していく準備．地すべり地域で整備がそもそもできなかった．
Q.　畑田さんはこれからどうかかわる．
A.　外で話すことによってキョロロファンを増やすとともにいつも想っていることを伝えつづける．
　　研究を形にすること，通いつづけること．
